
正しいトミーテストを行うための原則

・股関節の軽度屈曲が軽微なところから内旋をスタートしないと制限が股関節屈曲角度の

浅いところにある人の場合、屈曲時点で制限の位置を超えてしまい、正しい制限の位置が

わからなくなってしまうのでできるだけ屈曲が浅い位置から内旋すること

左下肢の場合① 大腿部を把握して股      
関節を軽度屈曲位から

内旋する

②大腿部の内旋を保

ちながら股関節を内

転する

③仙腸関節に面圧がか

かるように股関節方向

に軽く軸圧を加える

④内旋、内転したまま、軸圧の力を崩

さないように股関節を屈曲し可動の

範囲を確認するが単純に屈曲すると

内転の力が抜けてしまうので、ベクト

ルの方向を考えオレンジの方向に屈

曲していくと可動制限の感覚が正し

く感じ取れる。←ここが重要！


